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78.日光
に っ こ う

海山
か い ざ ん

北緯23°04′42″ 東経142°19′32″ 水深-392m   

 Nikko Seamount 

 
 

 

 

概要 

東京の南約 1380km、硫黄島の南南東約 210km のマリアナ弧北端部に位置する海底火山であ

る。基部の水深が 3000～3300m であり、海底からの比高は約 2900m の海山である。山頂部の

水深 459m の地点に、熱水噴出孔深海生物群集が棲息する(橋本・他, 1992)。海面における観

測では、1979 年７月に約 500m の扇状に広がる薄い緑色の変色水が確認されている。構成岩

石の SiO2 量は 45.9～61.7 wt.% である。 

 

 

地形図 

 

図 78-1 日光海山海底地形(霜鳥・他，1995 より抜粋). 

※緯度・経度は旧日本測地系の値である． 
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噴火活動史 

・有史以降の火山活動 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

1979(昭和 54)年 1 (海水変色) 7 月 12 日。約 500 m の扇状形の薄い緑色の変色水を視

認。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住 , 2006-)を参考とした。 
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関係する主な気象官署 
機関・部署名 所在地 電話番号 

東京火山監視・情報センター （気象庁本庁）東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-8341 

東京管区気象台総務部業務課 東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-2949 
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